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本研究は、医療行為の同意について本人以外の者に権限を付与する場合、医療行為の同意の権

限を付与してもよい条件に当てはまる者や医療行為の同意の権限を付与してもよい医療行為の類

型化に関する検討を行うために、身寄りのない人や意思決定が困難な人への医療行為に関する判

例を収集することを目的とした。そこで本稿では、「身寄りのない人や意思決定が困難な人への医

療行為の同意に関する実態把握のための研究」班における検討会議、調査方法、分析結果、実作

業の状況など研究終了までのプロセスに関する経過報告を行う。 

Ａ．研究目的

 本稿では、「身寄りのない人や意思決定が困

難な人への医療行為の同意に関する実態把握

のための研究」班における検討会議、調査方法、

分析結果、実作業の状況など令和 2 年度の研究

終了までのプロセスに関する経過報告を行う。 

Ｂ．研究方法

１．令和４年度検討会議

 令和４年度は、判例収集についての会議（熊

田法律事務所）にて２回実施、研究班全体の会

議（班会議）を１回実施した。判例収集につい

ての会議は、販連収集の調査範囲、検索方法、

判例についての意見交換が行われた。班会議に

おいては、今後の全体的な研究方針や方向性の

決定、また各分担研究者（研究協力者）から研

究進捗状況などの報告や討議等を行い、分担研

究者間の情報共有と研究班全体の調整を図っ

た。各会議実施の日程は次の通りである。

【熊田法律事務所】

第 1 回会議：2023 年 10 月 31 日 
（時間：16:00～17:00 Zoom） 
第 2 回会議：2023 年 11 月 27 日 
（時間：14:00～15:45 Zoom） 
【班会議】

第１回班会議：2024 年 2 月 17 日 
（時間：10:00～12:00 Zoom） 

これら上記の班会議の開催に加え、打ち合わ

せを行った。打ち合わせにおいては、班全体の

研究の方向性、調査方法、作業工程などの詳細

な検討や討議を行い、実作業につなげた。

2. 研究方法について

(1) 研究内容

判例検索データベースを使用し、身寄りのな



  

い人や意思決定が困難な人への医療行為の同

意に関する判例を収集した。平成 6 年から令和

5 年度にかけて 27 件の判例を抽出した。 
 
(2) 調査実施過程 
 研究は以下のように計画した。 
【全体の流れ】 
10 月～2 月：判例の収集 
2 月：抽出した判例の課題の整理、今後の検討

事項の整理 
 
Ｃ．研究結果 
１．熊田法律事務所会議検討内容 
第１回班会議 
・研究概要の説明 
・研究計画の検討 
第２回班会議 
・判例についての意見交換 
 
２．班会議検討内容 
第１回班会議 
・課題の整理、今後の検討事項の整理 
 
Ｄ．考察 
 熊田法律事務所会議と班会議と打ち合わせ

によって研究計画を遂行でき、研究目的も達成

できた。 
 
Ｅ．結論 
 概ね研究計画に沿った調査の実施ができた。 
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